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応募資格
1． 原則として日本心臓血管麻酔学会の2年以上の会員歴がある常勤麻酔科医。
2． 主任研究者（助成を受ける研究者以下同様）は応募時に満40歳未満であること。
3． 助成を受ける研究は助成金を受けたあと、原則２年以内に研究を終えなければならない。（学会としての助成は、開始後2年間とする。）

１．申請日　　　　　　　　　　　　　　

２．主任研究者（助成を受ける研究者）

	氏名
	　㊞

	会員ID
	　

	生年月日
	　

	申請時満年齢
	　

	施設名
	　

	所属
	　

	職位
（常勤であるかどうか）
	　

	メールアドレス
	　

	連絡先電話番号
	　



３．研究課題名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



４．研究開始（予定）日　　　　　　　　　　　　　　

５．分担研究者

	氏名
	　

	最終学位
	　

	職位
	　


＊複数の場合はすべて記入




６．研究に出資者がいる場合

	名称
	　

	連絡先（住所・電話）
	　



７．部署責任者

	氏名
	　

	施設名
	　

	所属
	　

	職位
	　

	メールアドレス
	　

	連絡先電話番号
	　



８．必要書類

	　
	必要書類名
	備考
	チェック

	1
	主任研究者の履歴書（A410ページ以内）
	定型フォームなし
	　

	2
	部署の責任者の履歴書（A45ページ以内）
	定型フォームなし
	　

	3
	部署の責任者の推薦書
	別紙
	　

	4
	分担研究者すべてからの研究支持書
	別紙
	　

	5
	日本心臓血管麻酔学会の社員からの推薦書
	別紙
	　

	6
	予算書
	別紙
	　

	7
	研究計画書
	定型フォームなし、募集要項に従って記載すること
	　

	8
	利益相反に関する申告書
	別紙
	



＜利益相反に関する細則＞
第6条
（４）本学会員で、本学会からの助成金による研究を実施しようとする者
 （ア）上記第4項の対象者は、本学会への申請時に、研究と関連する企業等との関係で、その研究の公募が開始となる時を基準として過去3年以内において第5条に該当している時、その期間を示して申告をする。但し、当法人の常任理事会が3年以上前の期間について申告を必要とすると議決した時、対象者は，指定された期間について申告をする。
 （イ） 第4項の対象者は，その者の配偶者及び一親等以内の親族，並びに収入・財産を共有する者が、前項に該当するかどうかを調査し、該当する時は、第4項の対象者がその旨の申告をする。
＊主任研究者および分担研究者は、利益相反に関する申告書（別紙）に記入し、該当有の場合、企業名等と期間を記入の上、ご提出してください。
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